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地
方
小
規
模
大
学

の
現
状
に
お
け
る
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
展
開

～
高
松
大
学

の
挑
戦
～

佃

昌

道

（
高
松
大
学
長
）

一

は

じ

め

に

高
松
大
学
は
、
四
国

・
瀬
戸
内
地
域
を
中
心
に
地
域
に
根
ざ
し
た
人
材
供
給
を
行

っ
て
い
る
小
規
模
大
学
で
あ
る
。
本
学
の
教
育

へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
の
事
例
を
報
告
す
る
。

二

現
状

高
松
大
学
は
、
平
成
八
年
に
経
営
学
部
産
業
経
営
学
科
で
開
学
し
、
平
成

一
二
年
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
学
科
と
大
学
院
経

営
学
研
究
科
を
設
置
し
た
。
そ
の
後
平
成

一
五
年
に
産
業
経
営
学
科
を
経
営
学
科
に
名
称
変
更
し
現
在
に
到

っ
て
い
る
。
本
学
部
が

目
指
す
教
育
は
、
「共
生
の
経
営
学
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
社
会
と
連
携
し
て
二

一
世
紀
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
地
域
に
還

元
す
る
こ
と
に
あ
る
。
開
学
当
初
よ
り
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
育
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や
、
地
元
企
業
を
代
表
す
る
経
営
者
に
よ

る
講
義
な
ど
、
特
色
の
あ
る
教
育
を
実
践
し
て
き
た
。
し
か
し
、
少
子
化
の
波
は
後
発
の
地
方
小
規
模
大
学
に
大
変
影
響
が
大
き
く
、

現
実
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
本
学
の
学
生
の
現
状
は
、
学
力
差
の
幅
が
あ
る
こ
と
、
競
争
意

欲
が
低
く
の
ん

び
り
し
た
性
格
の
者
が
多

い
こ
と
、
人
間
的
に
味
の
あ
る
学
生
が
多

い
な
ど
地
方
大
学
な
ら
で
は
の
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
景
気
低

迷

の
あ
お
り
を
う
け
、
経
済
状
況
が
厳
し
く
、
学
資
を
得
る
た
め
の
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
十
分
な
学
習
時
間
が
確
保

で
き
な
い
学
生

や
学
習
意
欲
が
少
な
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低

い
学
生
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
の
本
学
の

教
育
の
取
組
み
を
紹
介
す
る
。

三

学
生
支
援
の
取
組
み

本
学
で
は
、
三
年
前
よ
り
大
学
改
革
の
た
め
の
学
長
補
佐
会
を
発
足
し
、
学
長
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
。
「学
生
の
た
め
の
大
学
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
学
生
の
教
育
を
第

一
に
行
う
こ
と
、
教
員
と
職
員
と
の
共
同
連
携
、
保
護
者

へ
の
理
解
と
協
力
な
ど
、
小
規
模

大
学
な
ら
で
は
の
き
め
細
や
か
な
学
生
支
援
体
制
を
準
備
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
学
生
と
教
員
と
の
絆
づ
く
り
、
②
保
護
者
と
の

連
携
づ
く
り
、
③
学
生
教
職
員
共
同
の
イ
ベ
ン
ト
創
出
、
④
教
育
情
報
の
収
集
と
授
業
開
発
の
研
究
、
⑤
課
外
活
動

の
活
性
化
、
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

学
生
と
教
員
と
の
絆
づ
く
り
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
、

一
年
か
ら
四
年
ま
で
学
生
は

一
〇
名
以
下
の
少
人
数

の
ゼ
ミ
に
所
属
し
、

一
名
の
担
当
教
員
を
配
し
て
い
る
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
で
は
、
学
生
と
の
親
睦
会
や
学
外
で
の
企
業
研
究
な
ど
教
員

の
特
徴
を
生
か

し
た
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
大
学
生
活
の
相
談
、
学
習
相
談
、
進
路
相
談
も
行

っ
て
お
り
、
学
生
の
履
修
状
況
、
出

席
動
向
、
学
内
で
の
生
活
状
況
な
ど
教
職
員
間
で
情
報
を
共
有
す
る
た
め
に
、
半
期
ご
と
に
担
当
教
員
に
よ
る
学
生
情
報
と
所
見
を

記
載
し
て
フ
ァ
イ
ル
に
ま
と
め
て
い
る
。
教
員
間
で
の
学
生
情
報
の
交
換
が
で
き
る
上
、
入
学
か
ら
卒
業
ま
で

一
貫
し
た
学
生
指
導

が
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
し
て
い
る
。
学
生
の
授
業

へ
の
出
席
動
向
に
つ
い
て
は
、
学
生
の
出
欠
が
把
握
で
き

る
よ
う
な
シ
ス



45

テ
ム
づ
く
り
が
本
年
度
か
ら
実
行
さ
れ
て
い
る
。

保
護
者
と
の
連
携
づ
く
り
も
、
担
当
教
員
が
窓
口
と
な
り
、
保
護
者
と
の
連
絡
や
相
談
も
積
極
的
に
行

っ
て
い
る
。
入
学
当
初
に

は
、
教
員
と
保
護
者
が
個
人
面
談
に
お
い
て
、
大
学
の
教
育
シ
ス
テ
ム
や
学
生
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
し
て
、
保
護
者
の
大
学

へ

の
理
解
を
得
る
と
と
も
に
、
保
護
者
側
の
意
見
や
要
望
な
ど
を
吸
い
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
活
動
の
改
善
に
繋
げ

て
い
る
。

学
生
教
職
員
共
同
の
イ
ベ
ン
ト
創
出
は
、
授
業
以
外
の
学
生
の
活
動
を
教
職
員
が
支
援
し
て
い
る
。
昼
休
み
の
時
間
を
利
用
し
て

の
毎
月

一
回
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
学
生
と
教
職
員
の
親
睦
の
た
め
の
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
、
学
内
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
学
生
と

学
長
と
の
懇
談
会
な
ど
、
学
生
が
主
体
的
に
発
案
企
画
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
が
次
々
と
実
現
さ
れ
た
。

第
四
番
目
の
教
育
情
報
の
収
集
と
授
業
開
発
の
研
究
に
つ
い
て
、
教
育
情
報
の
収
集
の
ひ
と

つ
と
し
て
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
の

実
施
が
挙
げ
ら
れ
る
。
三
年
前
よ
り
全
学
的
に
実
施
し
、
本
年
は
そ
の
結
果
を
冊
子
に
し
て
図
書
館
で
学
生
及
び
教
職
員
に
公
表
し

て
い
る
。
学
生
の
意
見
を
聴
く
た
め
に
、
自
由
記
述
欄
も
設
け
て
い
る
。
教
員
の
意
見
は
賛
否
両
論
あ
る
が
、
評
価

の
結
果
は
教
員

に
も
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
全
体
的
評
価
が
上
が
っ
て
い
る
現
状
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
授
業
見
学
や

授
業
研
究
も
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
教
育
に
対
す
る
教
員
の
関
心
が
増
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本
年
九
月
に
教
員

全
員
が
、
「魅
力
的
な
授
業
を
求
め
て
」
を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
勉
強
会
を
行

っ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
慣
れ
て
い

な

い
教
員
も
段
々
に
グ
ル
ー
プ
に
溶
け
込
み
、
各
自
の
授
業
体
験
や
他
教
員
の
講
義
に
つ
い
て
の
取
組
み
を
話
し
合
う
機
会
と
な

っ

た
。
次
回
の
勉
強
会

へ
の
意
欲
も
向
上
し
て
勉
強
会
の
成
果
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
出
さ
れ
た
授
業
改
革
の
提

案
は
、
今
後
の
教
育
改
革
を
行
う
上
で
の
重
要
な
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
も
学
生
に
公
表
し

て
学
生
か
ら
の

意
見
も
聴
取
し
、
F
D
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

最
後
に
課
外
活
動
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
十
分
な
活
性
化
が
で
き
な

い
の
が
現
実
で
あ
る
が
、
三
つ
の
強
化
種
目
を
設
定
し
、
ま

ず
そ
こ
か
ら
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
」
「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
」
「サ
ッ
カ
ー
部
」
の
指
導
者

を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
選
手
強
化
を
図

っ
た
と
こ
ろ
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
に
つ
い
て
は
、
創
部
二
年
目
で
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

一

位
と
な
り
全
国
大
会
出
場
を
果
た
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、
学
生
を
取
り
巻
く
環
境
、つ
く
り
に
よ
り
、
個
の
特
徴
を
生
か
し
た
人
間
教
育
が
少
し
ず
つ
で
は
あ

る
が
形
を
表
そ

う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
多
様
な
学
生
の
個
性
を
伸
ば
し
な
が
ら
、
か
つ
地
域
社
会
が
求
め
る
人
材
育
成
を
行
う

た
め
に
は
、
具

体
的
な
目
標
づ
く
り
や
、
学
生
が
実
感
で
き
る
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
重
要
と
な

っ
て
く
る
。
抽
象
的
表
現
よ
り
も
、
よ
り
具
体

的
内
容
を
好
む
現
代
の
若
者
に
、
分
か
り
易
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
次
に
、

現
在
進
行
中
の
卒
業
後
の
進
路
を
踏
ま
え
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
づ
く
り
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
。

四

就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築

本
学
で
は
、
出
口
管
理
を
担
当
す
る
就
職
委
員
会
か
ら
、
入
学
時
点
か
ら

一
貫
し
た
卒
業
後
の
進
路
を
踏
ま
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

づ
く
り
が
提
案
さ
れ
、
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
昨
年
度
よ
り
実
践
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
と
実
情
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
、
入
学
時
点
か
ら
、
将
来
の
展
望
や
卒
業
後
の
進
路
な
ど
人
生
プ
ラ
ン
を
意
識
す
る
と
共
に
、

実
社
会
の
現
実
を
体
験
学
習
な
ど
を
通
し
て
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
常
識
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
、
表
現
ス
キ
ル
の
学
習
に
も
重
点
を
お
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、

一
年
次
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
日
本
語
表
現
、
口
語
表
現

な
ど
の
、
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
に
必
要
な
基
本
ス
キ
ル
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
基
礎
演
習
を
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り
、
動
機
付
け
と
ビ
ジ
ネ

ス

へ
の
興
味
付
け
を
行

っ
て
い
る
。
二
年
次
に
お
い
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
の
応
用
編
を
展
開
、
キ
ャ
リ
ア
開
発

に
お
い
て
も
実

際
の
企
業
の
研
究
や
地
域
企
業
の
中
堅
社
員
と
の
交
流
な
ど
の
機
会
を
設
け
て
い
る
。
性
格
分
析
や
自
己
ア
ピ
ー
ル
、
討
論
、
プ
レ

ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
演
習
も
あ
る
。
三
年
次
は
、
夏
休
み
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

一
、
二
年
次
に
身
に
つ
け
た
学
習
内
容
を

基
に
地
元
企
業
等
で
実
習
を
体
験
す
る
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
修
了
後
は
、
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
や
発
表
会
、
実
習
先
で
の
評
価
な
ど

か
ら
、
後
期
授
業
の
目
的
を
学
生
自
身
で
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
希
望
業
種
や
職
種
の
決
定
の
最
終
段
階

で
、
担
当
教
員
や
就
職
部
と
連
携
し
た
就
職
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
入
学
時
か
ら
三
年
次
ま
で
、
時
間
を
か
け
て
個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
将
来
計
画
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
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年
層
無
業
者
や
フ
リ
ー
タ
ー
の
問
題
を
少
な
か
ら
ず
解
消
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
も
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
自
主
的
に
目
的

を
持

っ
た
学
生
を
中
心
に
実
施
さ
れ
、
学
生
の

一
割
程
度
が
希
望
し
て
い
る
。
し
か
し
、
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

へ
の
期
待
度

が
高
い
あ
ま
り
に
、
受
入
れ
企
業
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
間
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
起
こ
る
問
題
や
実
施
期
間
、
受
入
れ
企
業
等

の
拡
大
な

ど

い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
る
。
来
年
度
、
参
加
を
希
望
す
る
学
生
数
は
今
年
度
の
三
倍
と
な
り
、
過
去
に
受
入
れ
て
い
た
だ
い
た
企

業

に
加
え
、
香
川
経
済
同
友
会
、
香
川
中
小
企
業
家
同
友
会
な
ど
の
組
織
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
受
入
れ
先
を
開
拓
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
学
生
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
長
期
や
海
外
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
多
様
化
も
検
討
中
で
あ
る
。

五
　
お
わ
り
に

現
在
、
全
学
に
向
け
て
、
①
挨
拶
の
推
進
、
②
ほ
う
れ
ん
そ
う
（
報
告
、
連
絡
、
相
談
）
の
推
進
、
③
P
D
C
A
（
「
（

計
画
）」

「
（

実
施
）
」
「
（

評
価
）
」
「
（

改
善
）
」
）
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
の
実
施
の
三
つ
を
教
職
員
に
お
願
い
し
て
い

る
。
本
学
は
幸
い
な
こ
と
に
経
営
学
部
で
あ
る
た
め
、
教
員
の
理
解
は
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
当
た
り
前
の

こ
と
で
は
あ
る
が
、
日
々
の
実
践
と
な
る
と
大
変
な
も

の
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
企
業
は
も
と
よ
り
地
域
社
会
や
家
庭
の
中

で
も
必
要
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
る
。

高
松
大
学
で
は
、
今
後
、
各
種
委
員
会
や
事
務
部
門
の
再
検
討
に
取
組
み
、
委
員
会
と
事
務
部
門
間
の
壁
を
取
り
払

っ
て
、
学
生

支
援

へ
の
ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
が
行
え
る
よ
う
に
、
学
生

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
再
構
築
し
、
多
用
な
学
生
に
対
し
て
よ
り
質
の
高

い

教
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
、
ま
た
、
地
域
社
会
と
不
断
に
関
わ
り
を
持

つ
こ
と
に
よ
り
,
真
に
求
め
る
人
材
づ
く
り
を
行
え
る

よ
う
、
地
方
小
規
模
大
学
と
し
て
弛
む
こ
と
な
く
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
論
文
●

「
共

生
知

」

の
学

び

の
世

界

へ

～
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
～

こ
う

ろ
き

ひ
ろ
し

興
梠
　

寛

（
日
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
協
会
副
代
表
理
事
）

一
　
共
生
社
会
の
構
築
に
向
っ
て

変
動
す
る
社
会
の
な
か
に
あ

っ
て
、
「市
民
社
会
」

と
い
う
言
葉
は
、
多
様
な
概
念
の
定
義
を
認
め
つ
つ
、
現
実
の
社
会

の
要
請

の
な
か
で
、
「行
政
」

や

「企
業
セ
ク
タ
ー
」

と
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
属
さ
ず
、
行
動
原
理
を
異

に
す
る

「
セ
ク
タ
ー
」
（
社
会
的
部
門
）
と
し
て
、
よ
く
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
れ
を
さ
さ
え
る
社
会
的
活
動
の
ひ
と
つ
が
、
「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
」

で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
V
o
l
u
n
t
e
e
r
」

は
、

自
由
意
志
に
よ

っ
て
行
動
す
る
人
を
表
現
す
る
人
称
代
名
詞
で
あ

る
。
そ
う
し
た
人
び
と
が
、
目
的
や
価
値
を
共
有
し
た
組
織
を
形
成

し
た
も
の
を

「市
民
非
営
利
セ
ク
タ
ー
」

と
い

う
。
「市
民
社
会
」
は
そ
う
し
た
意
志
あ
る
人
び
と
や
集
団
に
よ

っ

て
構
築
さ
れ
て
い
る
。

「市
民
社
会
」
の
有
効
性
や
社
会
的
位
置
づ
け

の
重
要
性
に
つ
い
て

は
、
欧
米
を
中
心
と
し
た
経
済
先
進
国
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活

動
す
る
N
G
O
や
国
連
機
関
な
ど
で
は
、
共
生
社
会
を
築
く

「社
会

力
」
と
し
て
意
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

「市
民
社
会
」
の
最
も
特
徴
的
な
役
割
を
あ
げ

る
と
す
れ
ば
、
政
府

や
企
業
に
た
い
し
て
、
情
報
を
提
供
し
た
り
、
活
発
な
社
会
的
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
反
対
運
動
を
行

っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
人
び
と

の
関
心
と
共
感
を
呼
び
覚
ま
し
、
政
府
や
企
業
に
影
響
を
あ
た
え
る


